
　当社グループでは、企業価値の継続的な向上の実現の
ため、人材戦略と経営指標の相関に関する分析※を実施し
ています。その結果として、女性従業員比率と企業価値

（PBR）の間に、統計的に有意な相関関係があることが分
かりました。当社ではこの事実を重要であると考え、今後
は女性従業員比率を40%へ、女性管理職比率を30%への
引き上げを目指します。
　その達成に向けては、社内の意識改善施策、キャリア形
成支援、労働環境改善（残業時間の抑制、突発的な休暇
発生時のバックアップ体制の構築等）に取り組みます。ま
た、2023年には取締役会のコミットメントを得て、女性活
躍推進のための分科会を設立しました。コンサルティング
の源泉である人的資本の多様性の維持・向上のため、さら
なる施策を展開していきます。

Our Diversity 女性活躍推進

人材の多様性向上に取り組み、企業価値のさらなる向上を図ります

　私は医療ジャーナリスト／キャスターとして、社会を構成
する個人の幸福は心身の健康によって成り立つものと考
え、“よく生きる（Well-being）”ために欠かせないヘルスリ
テラシーの向上に尽くしてまいりました。「財・体・心の充
実」を掲げて成長を目指す当社のビジョンと重なる思いで
あり、その親和性から社外取締役に就任いたしました。
　職場における個人の健康問題は周囲へ与える影響が大
きく、その解決が全体の働きやすさにつながると考えます。
とりわけ女性の健康課題はパフォーマンスやキャリアを左
右することも多く、対策が急がれます。
　心身の健康と成長の好循環に貢献できるよう、医療ジャ
ーナリストとしての知見と、ライフイベントや健康課題を乗
り越えキャリアを継続してきた自らの経験を活かし、真摯
に取り組んでまいります。

　1つとして同じものがなく、毎回新しい発見があるのが不動
産ビジネスの醍醐味です。お客様の不動産を通じてより深い
学びを得られるのではないかと、2003年に入社しました。
　入社以来、社会の変化とともに働き方も変わりました。
例えば、テレワークの普及によって、仕事と子育ての両立
はしやすくなりました。性別や年齢に関係なく、それぞれ
の事情に応じて働くことができる。そんな方向に、日本社
会は技術を活用して着実に前進してきました。
　当社もそうした社会の変化に合わせて歩を進め、多様
性は確実に高まっています。さまざまなバックグラウンドを
持つ社員が知恵を集め、物事やお客様の課題解決につい
て考えられるのは素晴らしいことです。
　今後は経営の一翼を担う執行役員として、より広い視点
から会社の成長に貢献したいと考えています。
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※非財務資本と企業価値（PBR）の関係性を明らかにする分析モデル：ESG会計の価値提案と開示、柳良平、月刊資本市場 2021.4（No.428）
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